
ⅩⅠ．淡海環境プラザ事業

１．淡海環境プラザ開設
　滋賀県では、下水処理技術の継承と発展を図り、一層の効率化や省エネルギー化を進めるため、下水
処理技術の研究開発、普及促進、さらには、その成果を水環境ビジネスに繋げる拠点として、平成25年
4月に、「淡海環境プラザ」を矢橋帰帆島内に開設しました。
　

２．淡海環境プラザ事業の概要
　淡海環境プラザでは、下記の事業を実施しています。
　　①公共技術支援
　　　各浄化センターにおける水質管理評価業務、現場支援業務
　　②人材育成
　　　 普及啓発業務（各浄化センター施設見学対応、広報誌『碧い湖』の発行、啓発イベントの開催、

下水道技術講習会の開催）
　　③新技術開発支援
　　　 滋賀県と企業等の共同研究ならびに各浄化センターにおける企業等の試験研究のためのフィール

ドや試料の提供を行う。
　　④新技術普及促進支援（技術展示）
　　　新技術開発の成果や、企業等の新技術、製品を淡海環境プラザ館内に展示し、情報発信を行う。

３．他事業との連携
　滋賀県と淡海環境保全財団が連携して実施している「中国湖南省における都市汚水処理場運転管理技
術と住民の環境意識の向上のためのプロジェクト」（国際協力機構（JICA）草の根技術協力事業）にお
ける研修の実施、専門家の派遣、セミナーにおける情報の提供などを行っています。
　その他、滋賀県商工観光労働部と連携し、水環境ビジネスに関心のある企業に向けた情報の提供や、
ビジネスセミナーの開催、海外からの視察受入れ等を随時行っています。
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